
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

人

事

委

員

会

】

○

初

任

給

、

昇

格

、

昇

給

等

の

基

準

に

関

す

る

規

人

事

委

員

会

担

当

課

（

室

）

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

目

次

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

情

報

通

信

の

技

術

を

利

用

す

る

方

法

に

よ

り

行

デ

ジ

タ

ル

推

進

室

わ

せ

、

又

は

行

う

こ

と

が

で

き

る

手

続

等

の

指

定

の

廃

止

（

県

例

規

集

登

載

）

○

令

和

三

年

度

県

統

計

調

査

の

実

施

統

計

分

析

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

指

導

監

査

室

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

治

山

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

基

本

測

量

の

実

施

監

理

課

○

基

本

測

量

の

終

了

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

【

議

会

】

○

岡

山

県

議

会

会

議

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

総

務

課

則

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

令和３年３月２３日 第１２２７９号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
三
号

令
和
二
年
岡
山
県
告
示
第
三
十
四
号
（
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
せ
、
又
は

行
う
こ
と
が
で
き
る
手
続
等
の
指
定
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和３年３月２３日　岡山県公報　第１２２７９号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
四
号

令
和
三
年
度
に
お
い
て
、
次
の
県
統
計
調
査
を
実
施
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

岡
山
県
鉱
工
業
指
数
作
成
調
査

１

県
統
計
調
査
の
目
的

県
内
の
鉱
工
業
生
産
活
動
の
動
向
を
数
量
的
に
把
握
し
、
経
済
指
標
の
一
つ
で
あ
る
岡
山
県
鉱

工
業
の
指
数
（
生
産
、
出
荷
及
び
在
庫
）
を
作
成
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
。

２

県
統
計
調
査
の
対
象
の
範
囲

製
造
業
の
事
業
所
の
う
ち
知
事
が
指
定
す
る
も
の

３

報
告
を
求
め
る
事
項
及
び
そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間

報
告
を
求
め
る
事
項

(1)

生
産
、
出
荷
及
び
在
庫
の
数
量

そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間

(2)

毎
月
末
日

４

報
告
を
求
め
る
者

２
の
事
業
所
の
う
ち
約
五
十
事
業
所

５

報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法

郵
送
調
査

６

報
告
を
求
め
る
期
間

毎
月

７

実
施
部
課
名

総
合
政
策
局
統
計
分
析
課

二

岡
山
県
毎
月
流
動
人
口
調
査

１

県
統
計
調
査
の
目
的

県
内
に
常
住
す
る
人
口
の
市
区
町
村
分
布
及
び
そ
の
流
動
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
県
政
施
策
の

基
礎
資
料
を
得
る
。

２

県
統
計
調
査
の
対
象
の
範
囲

県
内
全
市
町
村

３

報
告
を
求
め
る
事
項
及
び
そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間

令和３年３月２３日　岡山県公報　第１２２７９号



報
告
を
求
め
る
事
項

(1)

転
入
、
転
出
、
出
生
、
死
亡
、
職
権
登
録
、
職
権
消
除
、
帰
化
及
び
国
籍
喪
失
に
係
る
個
々

の
数
（
日
本
人
又
は
外
国
人
の
別
）

そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間

(2)

毎
月

４

報
告
を
求
め
る
者

県
内
全
市
町
村
長

５

報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査

６

報
告
を
求
め
る
期
間

毎
月

７

実
施
部
課
名

総
合
政
策
局
統
計
分
析
課

三

岡
山
県
観
光
客
動
態
調
査

１

県
統
計
調
査
の
目
的

県
内
の
観
光
地
の
観
光
客
数
、
観
光
の
内
容
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
傾
向
分
析
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
観
光
施
策
立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
。

２

県
統
計
調
査
の
対
象
の
範
囲

県
の
観
光
地
点
等
名
簿
に
掲
げ
る
観
光
地
点
及
び
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
（
以
下
「
観
光
地
点

(1)
等
」
と
い
う

）
の
う
ち
、
前
年
の
観
光
入
込
客
数
が
一
万
人
以
上
又
は
前
年
の
特
定
月
の
観

。

光
入
込
客
数
が
五
千
人
以
上
で
あ
る
も
の

県
内
の
十
箇
所
の
主
要
観
光
地
を
訪
れ
た
観
光
客

(2)
３

報
告
を
求
め
る
事
項
及
び
そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間

報
告
を
求
め
る
事
項

(1)
ア

２

の
観
光
地
点
等
を
対
象
と
す
る
調
査
に
あ
っ
て
は
、
当
該
観
光
地
点
等
ご
と
の
月
別

(1)

観
光
入
込
客
数

イ

２

の
観
光
客
を
対
象
と
す
る
調
査
に
あ
っ
て
は
、
居
住
地
、
性
別
、
年
齢
、
日
帰
り
又

(2)

、

、

、

、

、

は
宿
泊
の
別

旅
行
の
目
的

旅
行
の
人
数

観
光
地
の
訪
問
回
数

岡
山
県
の
訪
問
回
数

利
用
し
た
交
通
機
関
、
旅
行
費
用
、
観
光
に
来
た
き
っ
か
け
及
び
旅
行
の
満
足
度

そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間

(2)

令和３年３月２３日　岡山県公報　第１２２７９号



ア

２

の
観
光
地
点
等
を
対
象
と
す
る
調
査
に
あ
っ
て
は
、
四
半
期
ご
と

(1)

イ

２

の
観
光
客
を
対
象
と
す
る
調
査
に
あ
っ
て
は
、
四
半
期
ご
と
に
各
一
日
程
度

(2)

４

報
告
を
求
め
る
者

２

の
観
光
地
点
等
を
対
象
と
す
る
調
査
に
あ
っ
て
は
、
当
該
観
光
地
点
等
の
う
ち
約
八
百

(1)

(1)

の
観
光
地
点
等
の
管
理
者
又
は
主
催
者

２

の
観
光
客
を
対
象
と
す
る
調
査
に
あ
っ
て
は
、
当
該
観
光
客
の
う
ち
約
八
千
人

(2)

(2)

５

報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法

２

の
観
光
地
点
等
を
対
象
と
す
る
調
査
に
あ
っ
て
は
、
郵
送
調
査
、
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
、

(1)

(1)

電
話
調
査
及
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
調
査

２

の
観
光
客
を
対
象
と
す
る
調
査
に
あ
っ
て
は
、
調
査
員
調
査

(2)

(2)

６

報
告
を
求
め
る
期
間

毎
四
半
期

７

実
施
部
課
名

産
業
労
働
部
観
光
課

令和３年３月２３日　岡山県公報　第１２２７９号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
五
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
原
事
業
所

２

所
在
地

岡
山
県
美
作
市
古
町
一
八
五
〇
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

２

所
在
地

岡
山
県
美
作
市
江
見
二
八
〇
番
地

三

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日

令
和
三
年
三
月
十
五
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
三
七
〇
〇
五
二
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

令和３年３月２３日　岡山県公報　第１２２７９号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

新
見
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

な
だ
れ
の
危
険
の
防
止

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新

「

見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

新
見
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

落
石
の
危
険
の
防
止

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）

令和３年３月２３日　岡山県公報　第１２２７９号



２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新

「

見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

新
見
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新

「

見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和３年３月２３日　岡山県公報　第１２２７９号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

四
八
六
号

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
字
東
町
一
九
二
九
番
二
地

新

一
八
〇
・
〇

先
か
ら

一
一
・
〇
～

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
字
元
町
一
九
八
八
番
八
地

五
一
・
五

先
ま
で

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
字
東
町
一
九
二
九
番
二
地

旧

一
八
〇
・
〇

先
か
ら

七
・
二
～

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
字
元
町
一
九
八
八
番
八
地

一
五
・
〇

先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

東
水
砂
矢
掛
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域
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別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

小
田
郡
矢
掛
町
西
川
面
字
才
鼻
二
五
七
三
番
一

新

一
六
八
・
四

地
先
か
ら

一
〇
・
五
～

小
田
郡
矢
掛
町
西
川
面
字
才
鼻
二
六
〇
九
番
地

一
三
・
六

先
ま
で

小
田
郡
矢
掛
町
西
川
面
字
才
鼻
二
五
七
三
番
一

旧

一
六
八
・
四

地
先
か
ら

五
・
〇
～

小
田
郡
矢
掛
町
西
川
面
字
才
鼻
二
六
〇
九
番
地

一
二
・
三

先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

東
水
砂
矢
掛
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

小
田
郡
矢
掛
町
西
川
面
字
才
鼻
二
六
〇
九
番
地

五
四
九
・
〇

先
か
ら

五
・
〇
～

小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面
字
台
一
二
九
九
番
一
地

一
三
・
二

先
ま
で

小
田
郡
矢
掛
町
西
川
面
字
才
鼻
二
六
〇
九
番
地

新

先
か
ら

五
五
三
・
四

小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面
字
上
川
原
一
六
六
二
番

一
三
・
二
～

二
地
先
を
経
て

一
九
・
〇

小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面
字
台
一
二
九
九
番
一
地
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先
ま
で

小
田
郡
矢
掛
町
西
川
面
字
才
鼻
二
六
〇
九
番
地

旧

五
四
九
・
〇

先
か
ら

五
・
〇
～

小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面
字
台
一
二
九
九
番
一
地

一
三
・
二

先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

東
水
砂
矢
掛
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面
字
台
一
二
九
九
番
一
地

新

三
〇
三
・
四

先
か
ら

一
五
・
一
～

小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面
字
名
講
瀬
一
二
〇
八
番

二
二
・
五

地
先
ま
で

小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面
字
台
一
二
九
九
番
一
地

旧

三
〇
三
・
四

先
か
ら

九
・
九
～

小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面
字
名
講
瀬
一
二
〇
八
番

一
四
・
八

地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

供

用

開

始

道
路
の

路

線

名

区

間

年

月

日

種

類

（

時

間

）

一
般
国

四
八
六
号

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
字
東
町
一
九
二
九
番
二
地
先
か

令
和
三
年
三

道

ら

月
二
十
八
日

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
字
元
町
一
九
八
八
番
八
地
先
ま

(

十
三
時
）

で

県
道

東
水
砂
矢
掛

小
田
郡
矢
掛
町
西
川
面
字
才
鼻
二
五
七
三
番
一
地
先

令
和
三
年
三

線

か
ら

月
二
十
三
日

小
田
郡
矢
掛
町
西
川
面
字
才
鼻
二
六
〇
九
番
地
先
ま

で小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面
字
台
一
二
九
九
番
一
地
先
か

ら小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面
字
名
講
瀬
一
二
〇
八
番
地
先

ま
で
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〔
一
二
三
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

岡
山
県
全
域

基
本
測
量

国
土
広
域
情
報
修
正

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四

（

）

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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〔
一
二
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

終

了

年

月

日

岡
山
市
、
高
梁
市
、

基
本
測
量
（
電
子
基
準
点
現
地
調

令
和
三
年
二
月
二
十
八
日

新
見
市
、
真
庭
市
及

査
）

び
真
庭
郡
新
庄
村
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〔
一
二
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
総
社
字
金
井
戸
一
六
六
四

五
、
一
六
六
四
ー
七

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
井
手
一
一
八
七

八

－

藤
井
由
香
里

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
四
〇
四
号
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〔
一
二
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
宿
字
仮
屋
一
三
〇
〇

一
〇
、
一
三
〇
〇

一
一
、
一
三
〇
一

五
、
一
三
〇
一

六

－
－

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
央
四
丁
目
二
五

一
〇
一
カ
レ
ラ
ガ
ー
デ
ン
Ｂ
一
〇
五
号
室

－

三
宅

智
章

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
七
〇
号
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〔
一
二
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
天
神
一
九
〇

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
原
四
九
四

二
角
屋
館
Ａ
二
〇
六

－

難
波

賢
祐

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
一
七
号
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◎
岡
山
県
議
会
規
則
第
一
号

岡
山
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
議
会
議
長

波

多

洋

治

岡
山
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
議
会
会
議
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
岡
山
県
議
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
条
中
﹁
出
産
﹂
の
下
に
﹁
︑
育
児
︑
介
護
﹂
を
加
え
︑
﹁
事
故
﹂
を
﹁
や
む
を
得
な
い
事
由
﹂

に
改
め
︑
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
︒

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
員
が
出
産
の
た
め
出
席
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
出
産
の
予
定

日
の
六
週
間

多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
つ
て
は

十
四
週
間

前
の
日
か
ら
当
該
出
産
の
予
定
日

議

（

、

）

（

員
が
出
産
し
た
と
き
は
、
当
該
出
産
の
日
）
後
八
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
範
囲
内
で
、
出
席
で

き
な
い
期
間
を
明
ら
か
に
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
議
長
に
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

◎

、

、

。

初
任
給

昇
格

昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

別
表
第
一
ロ
の
表
警
察
の
項
中

を

地
域
安
全
官

交
通
官

」

「

地
域
安
全
交
通
官

に
改
め
る
。

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
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